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Practical Research of Curriculum Development and Practice: 
Development and Issues of Research on Teaching Practice 
 
Yoshimichi KANEMOTO (Nippon Sport Science University) 
 
  Concerning with “the practical research of curriculum development and practice” such as its of 
Japanese, Social Studies, Arithmetic, Science, and Physical education as common curriculums of 
practical curriculum pedagogy course in Master’s Program, at Graduate School of Education, 
Nippon Sport Science University, this paper explained an overview and examined the issues based 
on the papers from each subject. 
  The paper picked up following five issues and examined them based on the relevant papers. The 
issues were (1) the scope of teaching practice as research subjects, (2) the individuality/ specificity 
in teaching practice and issues of typicality/ generality, (3) the consideration of knowledge and 
methods in teaching practice, (4) the study of lessons and curriculums as approaches to schools and 
local issues, (5) the sharing of teaching practice and academic research/ practical research as their 
records. These were also matters related to “the practical research of curriculum development and 
practice” in curriculum research and development, and the discussion was developed while 
considering the viewpoint of "commonality and peculiarity of curriculums." As a result, common 
and different features of practical research among curriculums could be seen.  
 







































































































































































































































































































































































































































































  1960 年代頃から開始された教師の発問と児
童生徒の応答を精細に記録し，そこから「教授
－学習過程」を析出して教員達の「省察」に結
びつけていこうとする動きは，今日にいたるま
でそれほど大きく変わってはいないといってい
いかもしれない。それは，科学的に，また客観
的に教室の「事実＝現象」を把握して，それを
分析・考察することによって，科学的な「教育
研究」が成り立つという方向である。基本的に
稿者もそうした考え方を支持するし，むしろそ
れを前進させていきたいと考えている。 
  だがここで問題となるのは，科学的・客観的
に精緻に記述分析することと「物語化する」こ
ととは，相反しないということである。むしろ，
教室に生起する様々な「事実＝現象」を把握し
てその因果関係を説明しようとすることは，あ
る種の「物語」を表出していることと同義なの
だ，と考えた方がいい。 
  （中略）人は，「科学論文」とか「随筆」など
という，既成の「物語」の枠組みに依拠しなが
ら，文章記述を展開するのである。「教育実践記
録」もその枠組みから，逃れることはできない。 
 
 このような問題は，実践記録や実践研究の価値
を低めるのではなく，どのような文脈でそれが記
述されているかを読み手が意識して読むという行
為が求められるということである。また，科学的
研究においても「研究の枠組み」という「物語」
がそこに存在しているのである。ならば，授業実
践の学術的研究は，研究者コミュニティが共有し
うる「物語」として提出され，授業実践の実践的
研究は，実践者コミュニティが共有しうる「物語」
として提出されるものであるのかも知れない。し
かし，双方の知見が相互に行き交い，その立場の
非対称性を克服しながら，協働的に進められれば，
よりよい「物語」として授業の実践研究は豊かで
新たな「物語」を創り出すことが出来るのかも知
れない。府川論文では，「現在では，そうした『研
究』と『実践』との乖離を乗り越える具体的な手
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法として，たとえばアクションリサーチ（授業リ
フレクション）などの考え方にもとづく研究など
も登場してきている。」と述べられているが，算数・
数学教育の分野ではまだ若干の事例でしかない。
いずれにしろ，このような方向性で進めていく際
に手がかりとなるものが，今関論文の次の言葉で
あろう。 
 
  体育科授業研究を進めるに当たり，大学等研
究者は，何をしておく必要があるか。先ずは，
授業づくりは一つの手がかりになるであろう。
実際に授業場面に立ち会うことができるように
なるには，学校現場との信頼関係の構築が必須
となる。機会をとらえて学校に足を運び，授業
を見せてもらったり，授業者とディスカッショ
ンしたりすることで，むしろ研究者側が学ぶこ
とが第一歩になるであろう。 
 
また，府川(1996)の次の言葉も引用しておくこと
によって，この節を終えておきたい。 
 
 私たちは物語を創り出すことでしか，教育を
推し進められないし，それをまったく放棄した
ところで，教育実践を進めることもできない。
なぜなら，それぞれ一人一人の教師が，それぞ
れの教育物語を創造しようという意識こそが，
教育実践を根底から支えているからだ。(p.138) 
 
8. 結語 
 本稿は，日本体育大学大学院教育学研究科実践
教科教育学専攻・博士前期課程にある教科共通科
目としての国語科実践研究，社会科実践研究，算
数科実践研究，理科実践研究，体育科実践研究の
「教科実践研究」に関わって，それぞれの教科か
らの論文を基に，その概要を述べるとともに課題
について検討した。 
 課題としては，(1)研究対象としての授業実践の
範囲，(2)授業実践における個別・特殊性と典型・
一般性の問題，(3)授業実践における知識と方法の
重視，(4)学校や地域の課題への取り組みとしての
授業研究とカリキュラム研究，(5)授業実践の共有
化とその記述としての学術的研究・実践的研究，
の 5点について取り上げ，関連する論文を基に検
討をした。これらは，教科教育学研究の中の「教
科実践研究」に関わる事項でもあり，「教科の共通
性と固有性」という観点を意識しつつ議論を試み
た。各教科での知見が，教科を越えて作用してい
くことを願ってのことでもある。 
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